
授業科目名 情報科学を英語で学ぶ 

担当者名/Instructor 未定 

授業の概要（必須） 
/Course Description  

情報科学の基礎知識や基本的なスキルの習得は、これからの時代を担う者にとって国内外問わず必要不可欠

である。本授業では、情報科学の基礎を Web コンテンツの実習を通して英語で学ぶ 

授業の方法（必須） 
/Course Approaches 

ICT 活用。Code Avengers が NZ 教育省と共同開発したプラットフォームを用いて、英語でデータサイエンス、

デジタルシチズンシップ、プログラミングを学ぶ。 

授業は、Code Avengers のインストラクターと共に進める。 

授業の方法 

(アクティブ・ラーニングの種別) 
/Type of Active Learning 

□ A. PBL（課題解決型学習）  

□ B. 反転授業（知識習得の要素を教室外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）  

☑ C. ディスカッション、ディベート  

☑ D. グループワーク  

☑ E. プレゼンテーション  

☑ F. 実習、フィールドワーク 

学生に対する教員からのフィ

ードバック方法（必須） 
/Ways to Give Feedback to 
Students 

質問・疑問に関しては、授業内でフィードバックする。 

学位授与方針との関係（必須） 
/Relations with Diploma 
 Policy 

大学 DP1・DP2 

授業の到達目標（必須） 
/Course Goals 

・英語で情報科学の基礎を理解できる 

・情報科学の基礎用語を説明することができる 

授業計画（必須） 

（半期14項目、通年28項目 回

数毎の内容含む） 
/Course plan   

１．オリエンテーション 

２．データサイエンス① アグリテックをテーマに学ぶ 

３．データサイエンス② スマートヘルスをテーマに学ぶ 

４．データサイエンス③ フィンテックをテーマに学ぶ 

５．データサイエンス④ AI について 

６．デジタルシチズンシップ① AI との共生を考える 

７．デジタルシチズンシップ② 前回テーマのグループディスカッション及び発表 

８．デジタルシチズンシップ③ テクノロジーのメリット、デメリットを考える 

９．デジタルシチズンシップ④ 前回テーマのグループディスカッション及び発表 

１０．プログラミング① プログラムの基礎 

１１．プログラミング② 制御構文 

１２．プログラミング③ JavaScript の基本操作 

１３．プログラミング④ JavaScript を用いたプログラミング 

１４．まとめ 

授業形態の種類（必須） 

/Type of Teaching Methods 
☑ A. 対面授業 

□ B. 同時双方向型遠隔授業（Zoom 等利用） 

□ C. オンデマンド専用型遠隔授業（manaba 等利用）） 

授業形態の種類（詳細）（必須） 

/Type of Teaching Methods in 
Detail 

授業は対面で実施する。 

成績評価の方法（必須） 
/Methods of Evaluation 

毎回の実習および確認テストの成果及び結果を用いて評価する。 

授業外で行うべき学修 

（準備・事後学習等に必要な 

時間・具体的な内容）（必須） 
/Prep&Review  

授業中に、次の授業までに行うべき予習・復習について指示します。 

これらの学修に 60 時間以上を要します。 

授業外で行うべき学修 

(※参照用)/Prep&Review for 
reference 

授業外学習については以下を確認してください。 

https://www3.jwu.ac.jp/fc/gakumu/news/2023/01_syllabus/01_syllabus_irai/Prep_Review.pdf 

 

使用テキスト（必須） 
/Text to be used  

特になし。 Web コンテンツを用いる。 

使用言語（必須）/Language □ 日本語・その他   ☑ 英語 

参考書（参考資料等） 
/Reference Books 

 

その他（受講生への要望） 
/Note,Message to Students 

 

https://www3.jwu.ac.jp/fc/gakumu/news/2023/01_syllabus/01_syllabus_irai/Prep_Review.pdf


 

学位授与方針（※参照用）

/Diploma Policy 

学部 

https://www.jwu.ac.jp/unv/about/information/ct6r0e000000afr0-att/syllabus_DP_code_unv.pdf 

 

大学院 

https://www.jwu.ac.jp/unv/about/information/ct6r0e000000d6gg-att/syllabus_DP_code_grd.pdf 

授業形態の種類について（※入

力にあたっての注意事項） 

（※参照用） 

/Notes for Choosing Type of 
Teaching Methods 
 

 

2024 年度は原則として対面で授業を行います（一部遠隔授業科目を除く）。 

対面授業と遠隔授業（同時双方向型及びオンデマンド専用型）の区分は以下のとおりとする。 

対面授業 

遠隔授業対象区分以外の全ての授業科目（対面授業に相当する教育効果を有すると認められる 

場合は、予めシラバスに記載することにより授業回数の 1/3 までは Zoom・manaba 等を用いた双 

方向型遠隔授業とすることができる。） 

同時双方向型…対面授業と同様に曜日・時限を設定し教室配当を行う。 

Zoom 等を用いた同時双方向型遠隔授業科目（対面授業に相当する教育効果を有すると認められる場合

は、 

予めシラバスに記載することにより授業回数の 1/3 までは manaba 等を用いた双方向型遠隔授業とすること

ができる。） 

オンデマンド専用型…オンデマンド専用型曜日・時限を設定し教室配当を行わない。 

manaba 等を用いた双方向型遠隔授業科目 

・対面で実施しない教養科目（月・火・水・金 6 時限） 

・教養科目以外のオンデマンド科目用に、木 4・5 時限をオンデマンド専用時間帯として設定する。 

（教養科目以外は、通常の曜日・時限にもオンデマンド科目を置くことができる。）  

 

※ご担当科目の授業形態が不明の場合には、ご担当科目の科目区分責任者にお問い合わせください。 

「実務経験のある教員等によ

る授業科目」の一覧表 

（※参照用） 

/Courses Taught by Instructors 
with Practical and /or 
Professional Experience  
 

https://www.jwu.ac.jp/unv/academics/curriculum/ct6r0e0000009bmr-att/kyoin_kamoku.pdf 

 

https://www.jwu.ac.jp/unv/about/information/ct6r0e000000afr0-att/syllabus_DP_code_unv.pdf
https://www.jwu.ac.jp/unv/about/information/ct6r0e000000d6gg-att/syllabus_DP_code_grd.pdf
https://www.jwu.ac.jp/unv/academics/curriculum/ct6r0e0000009bmr-att/kyoin_kamoku.pdf

